空気絶縁方式はお客様のトータルコストを大幅に低減し、CO2排出削減に
貢献します。
1. 20年間のランニングコスト比較

・高圧電源の保証寿命は一般的に5年～10年と言われております。

グラスマン高圧電源は他社電源と異なり、制御部および高圧部含めて絶縁充填材を一切使用しておりませんので部品交換が可能なため、半永久的に使用が可能です。

・仮に製品価格が同じケースで比較しますと以下のようになりますので、
グラスマン電源のほうがはるかに経費削減に貢献することがわかります。
　　　　　　　　　　　   グラスマン電源　　　　        　　　  他社電源

　　　    初期コスト　　　   50万円                           　50万円
          5年～　　　　　 　　7(ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ)　注1)  　 　　　　 　  50(買換え)　　

         10年～　　　　　   　7(ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ)                    　  50(買換え)

         15年～20年 　　   　7(ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ)                    　  50(買換え)　　　　　　　　　　　　　　　 
            計　　　　　　　 71 万円                            200万円
　          注）１）仮に5年に1回 ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙを実施した場合：7万円/回
　　　
2. 故障回数によるコスト比較
グラスマン電源　　　  　他社電源

　　　　　　修理可能か     yes  平均7万円　　　　　     　no  買換え50万円

　　　　　20年間で3回　　　   21万円（修理費）   　 　　　150万円（買換え費）
故障した場合　　　　

３．20年間で故障3回を想定したランニングコスト比較
　　　　　　　　　　　    グラスマン電源　 　　　　　　　　他社電源

　　　　　上記１．　　　　　 50万円（初期購入費）　　　　 50万円（初期購入費）
　　　　  上記２．　　　　   21万円（修理費）　　　　　　150万円（買替費）
    　　    計　　　　　　 　71万円                      200 万円     

4． （次ページへ続きます）
5． グラスマン電源のメリット
1 トータルコストを大幅に低減します

初期購入費含めた20年間のトータルコストは他社電源に比べて36%で済むことになります。
他社電源をご使用の場合、お客様が年々お金を損失されていることになります。
2 CO2排出削減に貢献します

　　　修理が困難な他社電源の場合は買換え含めて合計4台必要となりますが、

グラスマン電源は20年間で1台で済みますので、3台廃棄分および3台製造分のCO2排出を削減することに貢献します。

3 半永久使用が可能です
　　　日本：1988年設立以来、1988年にOEM販売した装置組込み常時連続運転中の電源の修理依頼が多数ございます。修理後さらに10年、20年とご使用

　　　　　　頂くことが可能です。従いまして半永久的にご使用が可能ということに

　　　　　　なります。

　　　米国：1977年設立以来、31年間常時連続稼動でご使用頂いている装置組込みOEM電源が多数ございます。
・グラスマン電源は100%日本国内で引取り修理致しております。

　　　　　・修理納期は平均1週間です。    
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